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年間指導計画 及び 評価方法

1学期

4
５

月 16
時
間

6 月 12
時
間

7 火 9
時
間

振り返りシート　ワークシート　授業での取り組み思考 判断 表現 定期考査　単元テスト　ワークシート 主体的に学習に取り組む態度定期考査　単元テスト知識 技能
1学期の

評価場面・方法

月 単元名（題材） 節（学習のまとまり）時数

年間授業時数

評価（Ｂ）規準
知識 技能 思考 判断 表現 主体的に学習に取り組む態度

時間

使用副教材など 「中学校社会科地図」帝国書院

社会科

使用教科書 学年 2 年「新しい社会  歴史」東京書籍 「中学生の地理」帝国書院

〇世界の動きと統一事業について，そこで見
られる課題を主体的に追究，解決しようとし
ている。

第4章　近世の日本 第1節　ヨーロッパ人との出会
いと全国統一

〇ヨーロッパ人来航の背景とその影響，織田・豊臣
による統一事業とその当時の対外関係，武将や豪商
などの生活文化の展開などを基に，近世社会の基礎
が作られたことを理解している。

〇交易の広がりとその影響，統一政権の諸政
策の目的に着目して，事象を相互に関連付け
るなどして，世界の動きと統一事業につい
て，近世の社会の変化の様子を多面的・多角
的に考察し，表現している。

第3章　中世の日本 第1節　武士の政権の誕生
第2節　ユーラシアの動きと武
士の政治の展開

〇鎌倉幕府の成立，元寇（モンゴル帝国の襲来）な
どを基に，武士が台頭して主従の結び付きや武力を
背景とした武家政権が成立し，その支配が広まった
こと，元寇がユーラシアの変化の中で起こったこと
を理解している。
〇南北朝の争乱と室町幕府，日明貿易，琉球の国際
的な役割などを基に，武家政治の展開とともに，東
アジア世界との密接な関わりが見られたことを理解
している。
〇農業など諸産業の発達，畿内を中心とした都市や
農村における自治的な仕組みの成立，武士や民衆な
どの多様な文化の形成，応仁の乱後の社会的な変動
などを基に，民衆の成長を背景とした社会や文化が
生まれたことを理解している。

〇武士の政治への進出と展開，東アジアにお
ける交流，農業や商工業の発達などに着目し
て，事象を相互に関連付けるなどして，武家
政治の成立とユーラシアの交流，武家政治の
展開と東アジアの動き，民衆の成長と新たな
文化の形成について，中世の社会の変化の様
子を多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
〇中世の日本を大観して，時代の特色を多面
的・多角的に考察し，表現している。

〇中世の日本について，よりよい社会の実現
を視野にそこで見られる課題を主体的に追
究，解決しようとしている。

第4章　近世の日本 第2節　江戸幕府の成立と対外
政策

〇江戸幕府の成立と大名統制，身分制と農村の様
子，鎖国などの幕府の対外政策と対外関係などを基
に，幕府と藩による支配が確立したことを理解して
いる。

〇統一政権の諸政策の目的に着目して，事象
を相互に関連付けるなどして，江戸幕府の成
立と対外関係について，近世の社会の変化の
様子を多面的・多角的に考察し，表現してい
る。

〇江戸幕府の成立と対外関係について，そこ
で見られる課題を主体的に追究，解決しよう
としている。



2学期

9 月 12
時
間

10
11

月 21
時
間

12 月 10
時
間

〇産業の発達と文化の担い手の変化，社会の
変化と幕府の政策の変化などに着目して，事
象を相互に関連付けるなどして，産業の発達
と町人文化，幕府政治の展開について，近世
の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察
し，表現している。

〇産業の発達と町人文化，幕府政治の展開に
ついて，そこで見られる課題を主体的に追
究，解決しようとしている。

主体的に学習に取り組む態度 振り返りシート　ワークシート　授業での取り組み

第5章　開国と近代日本の歩み 第1節　欧米における近代化の
進展
第2節　欧米の進出と日本の開
国
第3節　明治維新

第4章　近世の日本 第3節　産業の発達と幕府政治
の動き

〇産業や交通の発達，教育の普及と文化の広
がりなどを基に，町人文化が都市を中心に形
成されたことや，各地方の生活文化が生まれ
たことを理解している。
〇社会の変動や欧米諸国の接近，幕府の政治
改革，新しい学問・思想の動きなどを基に，
幕府の政治が次第に行き詰まりをみせたこと
を理解している。

月 時数
評価（Ｂ）規準

単元名（題材） 節（学習のまとまり） 知識 技能 思考 判断 表現 主体的に学習に取り組む態度

〇欧米諸国における産業革命や市民革命，ア
ジア諸国の動きなどを基に，欧米諸国が近代
社会を成立させてアジアへ進出したことを理
解している。
〇開国とその影響，富国強兵・殖産興業政
策，文明開化の風潮などを基に，明治維新に
よって近代国家の基礎が整えられて，人々の
生活が大きく変化したことを理解している。
〇自由民権運動，大日本帝国憲法の制定，日
清・日露戦争，条約改正などを基に，立憲制
の国家が成立して議会政治が始まるととも
に，我が国の国際的な地位が向上したことを
理解している。
〇我が国の産業革命，この時期の国民生活の
変化，学問・教育・科学・芸術の発展などを
基に，我が国で近代産業が発展し，近代文化
が形成されたことを理解している。

〇工業化の進展と政治や社会の変化，明治政
府の諸改革の目的，議会政治や外交の展開，
近代化がもたらした文化への影響などに着目
して，事象を相互に関連付けるなどして，欧
米における近代社会の成立とアジア諸国の動
き，明治維新と近代国家の形成，議会政治の
始まりと国際社会との関わり，近代産業の発
展と近代文化の形成について，近代の社会の
変化の様子を多面的・多角的に考察し，表現
している。
〇近代(前半)の日本と世界を大観して，時代
の特色を多面的・多角的に考察し，表現して
いる。

〇近代(前半)の日本と世界について，よりよ
い社会の実現を視野にそこで見られる課題を
主体的に追究，解決しようとしている。

第3編　日本のさまざまな地域 第1章　地域調査の手法
第2章　日本の地域的特色と地
域区分

〇地図や景観写真、統計資料などを的確に読
み取る技能や、地域調査を行う際の視点、方
法を理解している。
〇日本の地域的特色を、自然環境や人口、資
源・エネルギー、産業、交通・通信の視点か
ら、写真、図版、地図、雨温図など、さまざ
まな資料を適切に選択して読み取り、理解し
ている。

〇対象地域の地域的特色や課題をとらえるた
めに適切な地理的事象を取りあげ、それらを
多面的・多角的に調査、考察している。
〇日本の自然環境や人口、資源・エネル
ギー、産業、交通・通信などの地域的特色
が、どのように変化し、どのような課題を抱
えているのか、多面的・多角的に考察し、表
現している。

〇対象地域の特色や課題を主体的に追究しよ
うとしている。
〇自然災害への対応や人口減少に伴う少子高
齢化など、身近な地域や生活との関わりに着
目して、日本の地域的な課題について、主体
的に追究しようとしている。

2学期の
評価場面・方法

知識 技能 定期考査　単元テスト 思考 判断 表現 定期考査　単元テスト　ワークシート



3学期

1 月 7
時
間

2 月 8
時
間

3 月 10
時
間
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3学期の
評価場面・方法

知識 技能 定期考査　単元テスト 思考 判断 表現 定期考査　単元テスト　ワークシート 主体的に学習に取り組む態度 振り返りシート　ワークシート　授業での取り組み

評価（Ｂ）規準
思考 判断 表現 主体的に学習に取り組む態度月 時数 単元名（題材） 節（学習のまとまり） 知識 技能

第3章　日本の諸地域 第1節　九州地方
第2節　中国・四国地方

〇九州地方の地形や気候などの自然環境に関
する特色を理解し、九州地方の自然環境を生
かした産業や、防災の取り組みについて、そ
れらの課題を理解している。
〇地図や資料から、中国・四国地方の交通・
通信網による結び付きの変化と、それに関連
する産業や生活の変化や課題について理解し
ている。

〇九州地方において、特色ある人々の生活や
産業が成立する背景を、自然環境や、大陸・
国内との結び付き、地域の課題などと有機的
に関連付けて多面的・多角的に考察し、表現
している。
〇中国・四国地方の結び付きの変化や産業の
変容について、人や物の移動の量や方向、
人々の工夫などと有機的に関連付けて、多面
的・多角的に考察し、表現している。

〇九州地方について、よりよい社会の実現を
視野に、自然環境と生活、産業との関わりに
ついての課題を主体的に追究しようとしてい
る。
〇中国・四国地方について、よりよい社会の
実現を視野に、交通・通信網の整備に伴う産
業の発展や地域の活性化に向けた努力などに
ついて、主体的に粘り強く追究しようとして
いる。

第3章　日本の諸地域 第3節　近畿地方
第4節　中部地方
第5節　関東地方

〇地図や資料を活用し、近畿地方の自然環境
や歴史的景観の保全などの特色ある事象を読
み取り、近畿地方の地域的特色を理解してい
る。
〇さまざまな資料を活用し、中部地方の三つ
の地域の産業の特色と変化を読み取ることが
できるとともに、それぞれの自然環境の特色
から異なる産業が発達したことを理解してい
る。
〇関東地方の自然環境や産業の特色を、人口
の集中との関わりに着目し、地図や統計、分
布図などから読み取るとともに、人口の集中
と都市圏の拡大に伴う課題を理解している。

〇自然環境や歴史的景観の保全に関わる取り
組みを、人口の分布や住民の生活および産業
の変化などと関連付けながら、原因と対策、
効果の面から多面的・多角的に考察し、表現
している。
〇中部地方の三つの地域において、それぞれ
異なる産業が発達・変化した背景について、
多面的・多角的に考察し、表現している。
〇関東地方に人口が集中する理由を、第3次産
業の発達のほか、他地域や海外との結び付
き、自然環境の特色などに着目し、多面的・
多角的に考察し、表現している。

〇近畿地方について、よりよい社会の実現を
視野に、自然環境や歴史的景観の保全の視点
からみた人々の生活や産業の課題を、主体的
に追究しようとしている。
〇産業の視点からみた中部地方の特色につい
て、自然環境の課題の克服に関する人々の工
夫・努力に関心をもちながら、主体的に粘り
強く追究している。
〇関東地方について、よりよい社会の実現を
視野に、人口の集中の視点からみた人々の生
活や産業などの地域的特色を主体的に粘り強
く追究している。

第3章　日本の諸地域 第6節　東北地方
第7節　北海道地方

〇地図や写真などから、東北地方の自然環境
や文化などの特色、産業の変化を読み取り、
地域的特色や課題について理解している。
〇北海道地方の冷涼な気候の特色を理解する
とともに、厳しい自然環境のなかで暮らす
人々の生活の工夫や、自然環境を生かして発
展させてきた産業の特色を理解している。

〇東北地方の人々の生活や文化、産業の発達
と、自然環境や交通網の広がりはどのように
関わっているのか、多面的・多角的に考察し
ている。
〇冷涼な自然環境の影響を受ける人々の生活
や産業の特色を、他地域との結び付きや厳し
い自然環境を克服するための工夫などと関連
付けて多面的・多角的に考察している。

〇東北地方について、よりよい社会の実現を
視野に、自然環境や交通網の整備の視点から
地域的特色を主体的に粘り強く追究してい
る。
〇北海道地方について、よりよい社会の実現
を視野に、冷涼な自然環境を生かした人々の
生活や産業の特色や工夫を、主体的に粘り強
く追究している。


